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秀
一
教
授
著
作
目
録 

 

 

【
凡
例
】 

1
．
本
目
録
は
、
三
浦
秀
一
教
授
の
著
述
お
よ
び
編
集
に
関
わ
る
業
績
の
目
録
で
あ
る
。 

2
．
収
録
範
囲
は
、
二
〇
二
四
年
三
月
三
十
一
日
現
在
で
作
成
者
が
把
握
し
得
た
も
の
と
し
た
。 

3
．
会
議
予
稿
集
掲
載
の
論
文
、
お
よ
び
同
内
容
の
中
国
語
論
文
と
日
本
語
論
文
の
記
載
方
法
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
方
針
に
拠
っ
た
。 

 

（
1
）
会
議
論
文
と
し
て
の
み
存
在
す
る
業
績
は
、
会
議
論
文
も
収
録
し
た
。 

 

（
2
）
会
議
論
文
と
同
一
言
語
、
同
一
題
目
の
論
文
が
学
術
雑
誌
や
論
文
集
に
存
在
す
る
場
合
、
そ
れ
ら
を
掲
載
し
、
会
議
論
文
は
省
略
し
た
。 

（
3
）
内
容
が
近
似
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
場
合
で
も
、
使
用
言
語
も
し
く
は
題
名
の
ど
ち
ら
か
が
異
な
っ
て
い
れ
ば
、
別
な
論
文
と
し
て
収
録
し
た
。 

 

（
4
）
同
一
言
語
、
同
一
題
目
の
論
文
が
、
学
術
雑
誌
と
論
文
集
の
双
方
に
収
録
さ
れ
て
い
る
場
合
、
論
文
集
を
正
式
な
収
録
媒
体
と
し
て
記
載
し
、
雑
誌
は

「
※
」
で
補
記
し
た
。 

  

【
著
書
】 

1
．
『
中
国
心
学
の
稜
線―

元
朝
の
知
識
人
と
儒
道
仏
三
教―
』
研
文
出
版
、
二
〇
〇
三
年 

2
．
『
科
挙
と
性
理
学―

明
代
思
想
史
新
探
』
研
文
出
版
、
二
〇
一
六
年 

 

【
編
著
書
】 

1
．
中
嶋
先
生
退
休
記
念
事
業
会
編
『
中
国
の
思
想
世
界
』
イ
ズ
ミ
ヤ
出
版
、
二
〇
〇
六
年 

 

※
事
業
会
世
話
人
。【
論
文
】
31
も
参
照
。 

2
．
『
東
北
人
の
自
画
像
』（
人
文
社
会
科
学
講
演
シ
リ
ー
ズ
４
）
東
北
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年 

3
．
吉
田
公
平
教
授
退
休
記
念
論
集
刊
行
会
『
哲
学
資
源
と
し
て
の
中
国
思
想―

吉
田
公
平
教
授
退
休
記
念
論
集
』
研
文
出
版
、
二
〇
一
三
年 

 
 

※
刊
行
会
世
話
人
の
う
ち
の
一
人
。
【
論
文
】
48
も
参
照
。 
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【
論
文
】 

1
．
「
孫
夏
峯―

そ
の
人
と
思
想
」
『
集
刊
東
洋
学
』
第
四
九
号
（
一
九
八
三
年
）
三
七-

五
三
頁 

2
．
「
湯
斌
と
陸
隴
其―

清
初
士
大
夫
の
人
間
理
解
と
経
世
意
識―

」
『
文
化
』
第
四
八
巻
第
一
・
二
号
（
一
九
八
四
年
）
七
四-

九
二
頁 

3
．
「
顔
元
の
思
想―

『
存
性
』
・
『
存
学
』
両
篇
を
中
心
に―

」『
集
刊
東
洋
学
』
第
五
四
号
（
一
九
八
五
年
）
五
五-

七
〇
頁 

4
．
「
若
き
日
の
顔
元―

清
初
士
大
夫
の
思
想
形
成
に
関
す
る
一
考
察―

」
『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
三
七
集
（
一
九
八
五
年
）
二
二
〇-

二
三
三
頁 

5
．
「
彭
紹
升
の
思
想―

乾
隆
期
の
士
大
夫
と
仏
教
に
関
す
る
一
考
察―

」
『
東
方
学
報 

京
都
』
第
六
〇
冊
（
一
九
八
八
年
）
四
三
九-

四
七
九
頁 

6
．
「
『
思
辨
録
輯
要
』
に
お
け
る
内
聖
外
王
の
学
」
、
岩
見
宏
・
谷
口
規
矩
雄
編
『
明
末
清
初
期
の
研
究
』
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
（
一
九
八
八
年
）

五
四
七-

五
七
八
頁 

7
．
「
彭
紹
升
と
戴
震
の
思
想
圏
」
『
東
方
学
報 

京
都
』
第
六
二
冊
（
一
九
八
〇
年
）
四
四
七-

四
八
一
頁 

8
．「
呂
坤
の
「
自
然
」―

「
当
然
」
認
識―

そ
の
「
職
分
」
観
を
貫
く
論
理
と
し
て―

」
、
藤
井
讓
治
・
横
山
俊
夫
編
『
安
定
期
社
会
に
お
け
る
人
生
の
諸

相―

仕
事
と
余
暇―

』
京
都
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
ハ
ウ
ス
（
一
九
九
一
年
）
八
七-

九
二
頁 

9
．
「
元
代
思
潮
研
究
序
説―

全
真
道
士
李
道
謙
の
動
向
を
主
軸
に―

」『
集
刊
東
洋
学
』
第
六
七
号
（
一
九
九
二
年
）
六
六-

八
四
頁 

10
．「
『
真
誥
』
兪
安
期
本
成
立
の
時
代
的
情
況―
万
暦
の
知
識
人
と
道
教―

」『
中
国
古
道
教
史
研
究
』
同
朋
舎
出
版
（
一
九
九
二
年
）
五
一
一-

五
六
四
頁 

11
．「
思
想
統
制
下
の
編
纂
作
業―

劉
惟
永
編
集
・
丁
易
東
校
正
『
道
徳
真
経
集
義
』
の
思
想
史
的
位
置
（
上
）―

」『
東
ア
ジ
ア
の
伝
統
社
会
に
お
け
る
指

導
者
像
の
比
較
研
究
』（
科
研
費
成
果
報
告
書
、
代
表
：
吉
田
忠
）
一
九
九
三
年
、
四
〇-

四
六
頁 

 
 

12
．「
宋
末
元
初
に
お
け
る
幾
つ
か
の
『
老
子
』
首
章
理
解―
劉
惟
永
編
集
・
丁
易
東
校
正
『
道
徳
真
経
集
義
』
の
思
想
史
的
位
置
（
下
）―

」『
文
化
』
第

五
六
巻
第
三
・
四
号
（
一
九
九
三
年)

三
三-

五
二
頁 

13
．
「
郝
経
小
論―

中
心
に
立
つ
意
味―

」
、
東
北
大
学
文
学
部
編
『
社
会
と
文
化
に
お
け
る
中
心
と
辺
境
』（
教
育
研
究
学
内
特
別
経
費
研
究
報
告
）
一
九

九
五
年
、
五
四-

五
八
頁 

14
．
「
金
末
の
宋
学―

趙
秉
文
と
李
純
甫
、
そ
し
て
王
若
虚―

」『
東
北
大
学
文
学
部
研
究
年
報
』
第
四
四
号
（
一
九
九
五
年)

六
九-

一
〇
〇
頁 

15
．
「
金
朝
性
理
学
史
稿―

十
三
世
紀
前
半
の
北
中
国
に
お
け
る
程
朱
学
と
新
道
教
の
交
錯―

」
『
文
化
』
第
五
八
巻
第
三
・
四
号
（
一
九
九
五
年
）
三
三-

五
三
頁 

16
．
「
『
大
疑
録
』
に
い
た
る
道
」
、
横
山
俊
夫
編
『
貝
原
益
軒―

天
地
和
楽
の
文
明
学
』
平
凡
社
、
一
九
九
五
年
、
一
九
九-

二
三
三
頁 

17
．
「
「
六
経
皆
史
」
説
へ
の
変
奏
」
『
中
国
知
識
人
の
精
神
構
造
の
展
開
に
つ
い
て
の
史
的
研
究
』（
平
成
五-

七
年
度
科
研
費
成
果
報
告
書
、
代
表
：
中
嶋
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隆
藏
〔
5
〕
、
三
浦
秀
一
〔
6-

７
〕
）
一
九
九
六
年
、
五
二-

七
〇
頁 

18
．
「
金
元
の
際
の
全
真
教―

范
玄
通
・
王
棲
雲
か
ら
姫
知
常
へ―

」
『
東
北
大
学
文
学
部
研
究
年
報
』
第
四
五
号
（
一
九
九
六
年)

、
一
〇
五-

一
三
六
頁 

19
．
「
許
衡
試
論
」
『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
四
九
集
（
一
九
九
七
年
）
一
三
四-

一
四
八
頁 

20
．
「
学
生
呉
澄
、
あ
る
い
は
宋
末
に
お
け
る
書
院
の
興
隆
に
つ
い
て
」『
文
化
』
第
六
〇
巻
第
三
・
四
号
（
一
九
九
七
年
）
三
七-

五
六
頁 

21
．
「
元
末
の
宋
濂
と
儒
道
仏
三
教
思
想
」
『
東
洋
古
典
学
研
究
』
第
六
集
（
一
九
九
八
年
）
四
九-

八
一
頁 

22
．
「
宋
濂
『
龍
門
子
凝
道
記
』
と
元
末
明
初
の
諸
「
子
」
」『
集
刊
東
洋
学
』
第
七
九
号
（
一
九
九
八
年
）
八
七-

一
〇
六
頁 

23
．「
宋
濂
と
方
孝
孺
の
「
文
」
」
、
村
上
哲
見
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
委
員
会
編
『
中
国
文
人
の
思
考
と
表
現
』
汲
古
書
院
（
二
〇
〇
〇
年
）
四
五
七-

四
七
五
頁 

24
．
「
呉
澄
『
老
子
道
徳
経
註
』
の
思
想
」
『
集
刊
東
洋
学
』
第
八
六
号
（
二
〇
〇
一
年)

四
二-

六
一
頁 

25
．
「
明
代
荘
学
史
研
究
の
た
め
に―
荘
子
注
の
出
版
と
「
成
心
」
お
よ
び
「
渾
沌
」
解―

」『
集
刊
東
洋
学
』
第
九
〇
号
（
二
〇
〇
三
年)

四
二-

六
一
頁 

26
．
「
張
自
烈
撰
『
四
書
大
全
辯
』
刊
刻
事
情
」
『
東
ア
ジ
ア
出
版
文
化
研
究―

こ
は
く
』
二
〇
〇
四
年
、
三-

二
三
頁 

27
．「
清
初
四
書
注
考
二
題
」『
東
ア
ジ
ア
出
版
文
化
の
研
究―

学
問
領
域
と
し
て
書
誌
・
出
版
の
研
究
を
確
立
す
る
た
め
に
』（
平
成
一
二-

一
六
年
度
科
研

費
成
果
報
告
書 

本
冊
１ 

代
表
：
磯
部
彰
）
二
〇
〇
五
年
、
三
一
三-

三
三
四
頁 

28
．
「
明
清
四
書
注
釈
書
関
連
二
表
」
『
東
ア
ジ
ア
出
版
文
化
の
研
究 

調
整
班
（
Ｂ
）
出
版
物
の
研
究
』（
平
成
一
五-

一
六
年
度
科
研
費
成
果
報
告 

 
 

 
 

 

書 

本
冊
１ 

代
表
：
三
浦
秀
一
）
二
〇
〇
五
年 

29
．
「
明
善
・
観
我
・
野
同―

明
末
に
お
け
る
桐
城
方
氏
の
家
学
と
そ
の
継
承
」『
東
洋
史
研
究
』
第
六
四
巻
第
二
号
（
二
〇
〇
五
年)

六
五-

九
四
頁 

30
．「
王
者
は
天
下
を
以
て
家
と
為
す―

万
暦
二
十
九
年
会
試
の
答
案
を
読
む
」『
明
代
荘
学
史
研
究
』（
平
成
一
六-

一
七
年
度
科
研
費
成
果
報
告
書
、
代
表
：

三
浦
秀
一
）
二
〇
〇
六
年 

 
 

31
．
「N

o
u
r
i
s
h
i
n
g
 L
i
f
e
 a
n
d
 B
e
c
o
m
i
n
g
 a
n
 I
m
m
o
r
t
a
l

」『
明
代
荘
学
史
研
究
』（
平
成
一
六-

一
七
年
度
科
研
費
成
果
報
告
書
、
代
表
：
三
浦
秀
一
）
二

〇
〇
六
年 

32
．「
王
夫
之
『
荘
子
解
』
に
お
け
る
「
寓
庸
」
の
立
場
」
、
中
嶋
先
生
退
休
記
念
事
業
会
編
『
中
国
の
思
想
世
界
』
イ
ズ
ミ
ヤ
出
版
（
二
〇
〇
六
年
）
三
〇

五-

三
三
一
頁 

 

33
．
「
学
生
呉
澄
与
南
宋
末
葉
的
江
西
書
院
」
『
湖
南
大
学
学
報
（
社
会
科
学
版
）』
二
〇
〇
七
年
第
三
期
、
四
一-

五
〇
頁 

34
．
「
牧
民
と
神―

皆
川
淇
園
『
名
疇
』
の
統
治
者
論
と
そ
の
思
想
基
盤
」
『
茶
山
学
』
第
一
一
号
（
二
〇
〇
七
年)

二
八
一-

三
一
三
頁 
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35
．
「
現
代
日
本
人
の
価
値
観
と
伝
統
的
思
想―

仏
教
、
儒
教
、
神
道
・
国
学
の
思
想
内
容
と
調
査
項
目
の
作
成
1―

」『
東
北
大
学
文
学
研
究
科
研
究
年

報
』
第
五
八
号
（
二
〇
〇
八
年
）
一
五
四-

一
八
〇
頁 

 

※
大
渕
憲
一
氏
・
佐
藤
弘
夫
氏
と
の
共
著 

36
．
「
人
己
両
忘―

陸
西
星
『
道
徳
玄
覧
』
を
論
じ
て
王
道
『
老
子
億
』
に
遡
る―

」
『
集
刊
東
洋
学
』
第
一
〇
〇
号
（
二
〇
〇
八
年)

二
二
九-

二
四
九
頁 

37
．
「
陸
西
星
与
其
老
子
注
」
『
全
真
道
与
老
荘
学
国
際
学
術
研
討
会
論
文
集
』
華
中
師
範
大
学
出
版
社
（
二
〇
〇
九
年
）
六
三
六-

六
五
〇
頁 

38
．
「
明
代
科
挙
「
性
学
策
」
史
稿
」
『
第
五
届
科
挙
制
与
科
挙
学
研
討
会
報
告
論
文
集
』
二
〇
〇
九
年 

39
．
「
明
末
清
初
期
《
四
書
大
全
》
改
訂
的
潮
流
與
士
風
之
変
化
」『
第
三
届
中
国
経
学
国
際
学
術
研
討
会
』
二
〇
〇
九
年 

40
．
「
明
代
科
挙
『
程
論
』
管
窺
」
、
劉
海
峰
主
編
『
科
挙
学
的
形
成
与
発
展
』
華
中
師
範
大
学
出
版
社
（
二
〇
〇
九
年
）
三
七
二-

三
九
三
頁 

 

41
．
「
明
代
科
挙
「
性
学
策
」
史
稿
」
『
集
刊
東
洋
学
』
第
一
〇
三
号
（
二
〇
一
〇
年)

四
一-

六
一
頁 

42
．「
王
門
朱
得
之
的
師
説
理
解
及
其
《
荘
子
》
注
」
、
鄭
吉
雄
・
佐
藤
錬
太
郎
主
編
『
台
日
学
者
論
経
典
詮
釈
中
的
語
文
分
析
』
台
湾
学
生
書
局
（
二
〇
一

〇
年
）
三
八
一-

四
一
七
頁 

43
．
「
郷
試
考
官
林
光
与
明
代
中
期
的
副
榜
合
格
者
」
、
天
一
閣
博
物
館
編
『
科
挙
与
科
挙
文
献
国
際
学
術
研
討
会
論
文
集
（
下
）
』
上
海
書
店
出
版
社
（
二

〇
一
一
年
）
一
九
八-

二
一
三
頁 

44
．
「
副
榜
挙
人
と
進
士
教
職―

明
代
に
お
け
る
地
方
学
官
と
郷
試
考
官
の
一
特
徴―

」
『
集
刊
東
洋
学
』
第
一
〇
六
号
（
二
〇
一
一
年)

四
一-

六
一
頁 

45
．
「
湛
甘
泉
的
二
業
合
一
論
及
其
影
響
」
『
湖
南
大
学
学
報
（
社
会
科
学
版
）
』
二
〇
一
一
年
第
六
期
、
一
八-

二
四
頁 

46
．「
王
門
朱
得
之
の
師
説
理
解
と
そ
の
荘
子
注
」
、
佐
藤
錬
太
郎
・
鄭
吉
雄
編
『
中
国
古
典
の
解
釈
と
分
析
』
北
海
道
大
学
出
版
会
（
二
〇
一
二
年
）
三
三

七-

三
六
五
頁 

 

47
．
「
張
自
烈
撰
《
四
書
大
全
辨
》
与
明
末
清
初
的
士
風
」
『
哲
学
与
宗
教
』
第
六
号
（
二
〇
一
二
年)

一
九
八-

二
一
八
頁 

48
．
「
王
門
欧
陽
徳
的
学
問
及
其
会
試
程
文
」
『
国
際
陽
明
学
研
究
』
第
二
号
（
二
〇
一
二
年)

二
四
六-

二
六
六
頁 

 

49
．「
王
門
欧
陽
徳
の
学
問
と
そ
の
会
試
程
文
」
、
吉
田
公
平
教
授
退
休
記
念
論
集
刊
行
会
編
『
哲
学
資
源
と
し
て
の
中
国
思
想
』
研
文
出
版
（
二
〇
一
三
年
）

一
一
六-

一
三
八
頁 

50
．「
担
任
郷
試
考
官
的
進
士
教
職
」
、
陳
文
新
・
余
来
明
主
編
『
科
挙
文
献
整
理
与
研
究―

第
八
届
科
挙
制
与
科
挙
学
国
際
学
術
研
討
会
論
文
集
』
武
漢
大

学
出
版
社
（
二
〇
一
三
年
）
一
六
九-

一
七
六
頁 

 

51
．「
明
代
中
期
の
「
性
理
大
全
」―

東
北
大
学
図
書
館
蔵
本
の
書
誌
学
的
意
義
に
寄
せ
て―
」『
集
刊
東
洋
学
』
第
一
〇
九
号
（
二
〇
一
三
年)

六
三-

七
五 

頁 
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52
．
「
試
論
万
暦
人
士
的
「
真
仮
」
観―

以
文
人
屠
隆
的
精
神
生
活
為
主
」
『
明
清
之
際
的
精
神
与
思
想
世
界
国
際
学
術
研
討
会
』
二
〇
一
三
年 

 
53
．「
人
法
兼
任
の
微
意―

明
代
中
後
期
の
科
挙
お
よ
び
督
学
制
度
と
思
想
史
」、
小
南
一
郎
編
『
学
問
の
か
た
ち―

も
う
一
つ
の
中
国
思
想
史
』
汲
古
書
院

（
二
〇
一
四
年
）
二
二
三-

二
六
五
頁 

54
．
「
明
朝
の
提
学
官
王
宗
沐
の
思
想
活
動
と
王
門
の
高
弟
た
ち
」『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
六
六
集
（
二
〇
一
四
年
）
一
四
三-

一
五
七
頁 

55
．
「
湛
若
水
「
二
業
合
一
」
論
と
そ
の
思
想
史
的
位
置
」
『
集
刊
東
洋
学
』
第
一
一
二
号
（
二
〇
一
五
年)

六
二-

八
一
頁 

56
．
「
明
末
清
初
時
期
《
性
理
大
全
書
》
的
伝
播
与
接
受
」
『
貴
陽
学
院
学
報
（
社
会
科
学
版
）
』
二
〇
一
五
年
第
一
期
、
三
〇-

三
七
頁 

57
．T

h
e
 
P
r
o
f
o
u
n
d
 
I
n
t
e
n
t
 
o
f
 
V
a
l
u
i
n
g
 
B
o
t
h
 
M
e
n
 
an

d
 
La

w
, ACTA ASIATICA

,
V
o
l.

1
11

,
 
2
0
1
6,

 
pp

.
3
9-

5
9
 

58
．「
外
簾
的
干
預―

明
代
中
期
各
省
郷
試
与
思
想
史
」
、
劉
海
峰
・
胡
宏
偉
主
編
『
科
挙
学
的
歴
史
価
値
与
現
実
意
義
』
華
中
師
範
大
学
出
版
社
（
二
〇
一

六
年
）
一
九
五-

二
〇
八
頁 

 
※
『
学
術
研
究
』
二
〇
一
六
年
第
三
期
（
一
一
三-

一
二
〇
頁
）
に
も
収
録
。 

59
．
「
明
朝
宣
徳
、
正
統
期
郷
試
解
額
制
度
的
影
響
」
、
劉
海
峰
・
鄭
若
玲
主
編
『
科
挙
学
的
系
統
化
与
国
際
化
』
華
中
師
範
大
学
出
版
社
（
二
〇
一
六
年
）

三
二
七-

三
三
九
頁 

 

※
『
教
育
与
考
試
』
二
〇
一
六
年
第
三
期
（
五-

一
七
頁
）
に
も
収
録
。 

60
．
「
江
門
心
学
与
科
挙―

以
湛
若
水
的
事
例
為
主
」
『
湛
若
水
与
当
代
社
会
』
広
州
出
版
社
（
二
〇
一
六
年
）
二
八
四-

二
九
五
頁 

61
．
「
十
三
世
紀
北
中
国
的
程
朱
学
与
許
衡
的
思
想
」
『
湖
南
大
学
学
報
（
社
会
科
学
版
）
』
二
〇
一
七
年
第
一
期
、
一
九-

二
七
頁 

62
．
「
明
朝
提
学
官
与
各
省
考
試
」
『
厦
門
大
学
学
報
（
哲
学
社
会
科
学
版
）
』
二
〇
一
七
年
第
二
期
、
六
五-

七
四
頁 

63
．
「
《
新
刊
性
理
大
全
》
的
出
現
及
其
時
代
影
響
」
『
明
末
清
初
学
術
思
想
史
再
探
』
二
〇
一
七
年 

64
．
「
明
代
諸
子
学
史
略―

そ
の
形
成
過
程
を
論
じ
地
平
の
拡
張
に
及
ぶ
」
『
集
刊
東
洋
学
』
第
一
一
九
号
（
二
〇
一
八
年
）
二
一-

四
〇
頁 

65
．
「
徳
川
時
代
前
中
期
的
儒
学
与
中
国
伝
来
的
典
籍
」
『
「
東
亜
儒
学
的
経
典
与
文
化
」
国
際
学
術
研
討
会
』
二
〇
一
九
年 

66
．
「
万
暦
の
王
学
者
鄒
元
標
の
前
半
生
と
そ
の
思
想
」
『
集
刊
東
洋
学
』
第
一
二
二
号
（
二
〇
二
〇
年)

四
二-

六
一
頁 

67
．
「
仏
老
を
雑
へ
て
仏
老
を
超
ゆ―

明
代
思
想
史
の
一
断
面―

（
上
）」
『
東
洋
古
典
学
研
究
』
第
五
〇
集
（
二
〇
二
〇
年
）
六
九-

九
二
頁 

68
．
「
明
代
老
学
史
の
一
側
面―

薛
蕙
『
老
氏
集
解
』
を
論
じ
て
王
道
『
老
子
億
』
に
及
ぶ―

」
『
集
刊
東
洋
学
』
第
一
二
四
号
（
二
〇
二
一
年
）
一
〇
六-

一
二
五
頁 

69
．
「
仏
老
を
雑
へ
て
仏
老
を
超
ゆ―

明
代
思
想
史
の
一
断
面―

（
下
）」
『
東
洋
古
典
学
研
究
』
第
五
一
集
（
二
〇
二
一
年
）
五
七-

八
六
頁 

70
．「
明
代
前
中
期
に
お
け
る
仏
道
両
教
と
国
家
教
学
の
関―

朱
元
璋
・
空
谷
景
隆
・
祝
允
明
の
所
説
か
ら
考
え
る
」『
ア
ジ
ア
仏
教
美
術
論
集
・
東
ア
ジ
ア

Ⅴ 

元
・
明
・
清
』
中
央
公
論
美
術
出
版
（
二
〇
二
二
年
）
一
三
七-

一
六
二
頁 
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71
．
「
『
詹
氏
性
理
小
辨
』
考―

明
末
に
お
け
る
『
性
理
大
全
書
』
改
訂
の
気
運
と
陽
明
後
学
」
『
陽
明
学
』
第
三
二
号
（
二
〇
二
二
年)

二
九-

六
九
頁 

72
．
「
明
朝
万
暦
期
の
諸
子
学
に
関
す
る
一
考
察―

『
詹
氏
性
理
小
辨
』
考
補―

」
『
集
刊
東
洋
学
』
第
一
二
七
号
（
二
〇
二
二
年
）
六
一-

八
〇
頁 

73
．
「
舜
の
「
真
心
」―

『
孟
子
』
万
章
上
篇
所
掲
説
話
に
対
す
る
王
守
仁
と
李
贄
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て―

」
、
『
新
し
い
漢
字
漢
文
教
育
』
第
七
三
号
（
二

〇
二
二
年
）
三
二-

四
七
頁 

74
．
「
王
学
の
浸
潤―

明
朝
嘉
靖
期
に
お
け
る
科
挙
論
策
の
朱
陸
異
同
論
を
手
掛
か
り
に―

」『
東
方
学
』
第
一
四
七
輯
（
二
〇
二
四
年
）
一-

二
二
頁 

 

【
書
評
・
研
究
史
・
学
界
展
望
等
】 

1
．
東
北
大
学
中
国
哲
学
研
究
室
「
（
書
評
）
小
野
沢
精
一
・
福
永
光
司
・
山
井
湧
編
『
気
の
思
想―

中
国
に
お
け
る
自
然
観
と
人
間
観
の
展
開―

』
」『
集

刊
東
洋
学
』
第
四
二
号
（
一
九
七
九
年
）
八
二-

九
九
頁 

 
 

 

※
第
三
部
第
四
章
第
一
節
「
清
代
の
思
想
に
お
け
る
気
の
思
想 

第
一
節 

戴
震
の
思
想
に
お
け
る
気―

気
の
哲
学
の
完
成 

山
井
湧
」
を
担
当
。 

2
．
「
（
書
評
）
溝
口
雄
三
著
『
中
国
前
近
代
思
想
の
屈
折
と
展
開
』
」『
集
刊
東
洋
学
』
第
四
八
号
（
一
九
八
二
年
）
八
五-

九
二
頁 

3
．
「
（
書
評
）
吉
田
公
平
著
『
陸
象
山
と
王
陽
明
』
」
『
集
刊
東
洋
学
』
第
六
六
号
（
一
九
九
一
年
）
一
四
八-

一
五
七
頁 

4
．「
道
教
関
係
著
書
論
文
目
録 

1

9

9

4
（
平
成
6
）
年
」『
東
方
宗
教
』
第
八
六
号
（
一
九
九
五
年
）
横
一-

四
頁 

 

※
中
嶋
隆
藏
氏
と
の
共
編 

5
．
「
中
嶋
隆
藏
教
授
の
業
績
と
学
風
」
『
文
化
』
第
六
九
巻
第
三
・
四
号
（
二
〇
〇
六
年)

一
九
七-

二
〇
一
頁 

6
．
「
気
と
形
の
か
た
ち
を
描
く―

宇
佐
美
文
理
『
中
国
藝
術
理
論
史
研
究
』（
書
評
）」
『
季
刊
創
文
』
第
二
一
号
（
二
〇
一
六
年
）
七-

九
頁 

7
．「
晩
明
思
潮
研
究
の
た
め
の
覚
書―

荒
木
見
悟
先
生
著
『
陽
明
学
の
位
相
』
に
寄
せ
て
」『
集
刊
東
洋
学
』
第
一
一
八
号
（
二
〇
一
八
年)

一
〇
一-

一
二

〇
頁 

8
．
「
学
界
展
望
・
哲
学
」
『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
七
〇
集
（
二
〇
一
八
年)

三
八-

四
九
頁 

 

※
共
著
。
筆
頭
著
者
責
任
著
者
。 

9
．
「
学
界
展
望
・
哲
学
」
『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
七
一
集
（
二
〇
一
九
年)

三
五-

四
六
頁 

 

※
共
著
。
筆
頭
著
者
責
任
著
者
。 

10
．「
良
知
心
学
与
晩
明
思
潮―

荒
木
見
悟
《
陽
明
学
的
位
相
》
浅
析
」『
中
国
哲
学
的
豊
富
性
再
現―

荒
木
見
悟
与
近
世
中
国
思
想
論
集
』
上
海
古
籍
出
版

社
（
二
〇
二
一
年
）
二
三
五-

二
六
二
頁 

 

※
『
湖
北
大
学
学
報
（
哲
学
社
会
科
学
版
）』
二
〇
一
八
年
第
一
期
（
六
三-

七
一
頁
）
に
も
収
録
。 

 

【
解
説
・
紹
介
・
随
想
等
】 

1
．
「
陸
世
儀
の
心
性
論
」
『
人
文
』
第
三
五
号
（
一
九
八
九
年
）
一
〇-

一
一
頁 



三浦秀一教授著作目録 

7 
 

2
．
「
渾
沌
（
こ
ん
と
ん
）
の
再
生
」
、
中
村
捷
編
『
人
文
科
学
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク―

ス
キ
ル
と
作
法
』
東
北
大
学
出
版
会
（
二
〇
〇
五
年
）
一
三
六-

一
三
九

頁 
 
 

3
．
「
万
物
一
体
の
仁
の
追
究
者―

彭
紹
升
」
、
橋
本
高
勝
編
『
中
国
思
想
の
流
れ
（
下
）
』
晃
洋
書
房
（
二
〇
〇
六
年
）
一
四
四-

一
四
八
頁 

4
．
「
真
摯
で
大
膽
」
、
柳
田
聖
山
先
生
追
悼
文
集
刊
行
会
編
『
柳
田
聖
山
先
生
追
悼
文
集
』
禅
文
化
研
究
所
（
二
〇
〇
八
年
）
三
二
一-

三
二
三
頁 

5
．
「
中
国
明
代
科
挙
試
験
の
特
殊
な
採
点
事
情
」
『
仙
台
市
医
師
会
報
』
第
六
〇
七
号
（
二
〇
一
五
年
）
三-

七
頁 

6
．
「
研
究
室
便
り
・
第
88
回
・
東
北
大
学
文
学
研
究
科
の
中
国
学
」『
東
方
学
会
報
』
第
一
一
七
号
（
二
〇
一
九
年
）
二
〇-

二
二
頁 

 

※
責
任
著
者 

7
．
「
先
人
た
ち
の
発
想
法
「
東
北
大
学
人
物
事
典
」
2 

金
谷
治
」『
ま
な
び
の
杜
』
第
八
九
号
（
二
〇
二
一
年)

二
四-

二
五
頁 

8
．
「
書
憶
」
『
東
北
大
学
文
学
部
同
窓
会
報 

Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｓ 

Ａ
Ｎ
Ｄ 

Ｌ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
』
第
一
六
号
（
二
〇
二
三
年
）
九
頁 

 【
訳
注
】 

1
．
東
北
大
学
朱
子
語
類
研
究
会
「
『
朱
子
語
類
』
本
朝
人
物
篇
訳
注
（
六
）」
『
集
刊
東
洋
学
』
第
四
七
号
（
一
九
八
二
年
）
九
八-

一
〇
三
頁 

※
本
朝
四
・
第
（
一
〇
）
条
を
担
当
。 

2
．
東
北
大
学
朱
子
語
類
研
究
会
「
『
朱
子
語
類
』
本
朝
人
物
篇
訳
注
（
八
）」
『
集
刊
東
洋
学
』
第
四
九
号
（
一
九
八
三
年
）
九
九-

一
〇
八
頁 

※
本
朝
四
・
第
（
三
八
）
条
～
第
（
四
二
）
条
を
担
当
。 

 

【
事
典
項
目
執
筆
】 

1
．
廣
松
渉
・
子
安
宣
邦
・
三
島
憲
一
・
宮
本
久
雄
・
佐
々
木
力
・
野
家
啓
一
・
末
木
文
美
士
編
『
岩
波 

哲
学
・
思
想
事
典
』
岩
波
書
店
（
一
九
九
八
年
） 

 

顔
元
（
が
ん
げ
ん
） 

 

2
．
尾
崎
雄
二
郎
・
竺
沙
雅
章
・
戸
川
芳
郎
編
集
代
表
『
中
国
文
化
史
大
事
典
』
大
修
館
書
店
（
二
〇
一
三
年
） 

 

雲
棲
袾
宏
（
う
ん
せ
い
し
ゅ
こ
う
）
、
閲
蔵
知
津
（
え
つ
ぞ
う
ち
し
ん
）
、
郝
経
（
か
く
け
い
）
、
憨
山
徳
清
（
か
ん
ざ
ん
と
く
せ
い
）
、
許
衡
（
き
ょ
こ
う
）、

藕
益
智
旭
（
ぐ
う
や
く
ち
ぎ
ょ
く
）
、
虞
集
（
ぐ
し
ゅ
う
）
、
居
士
（
こ
じ
）、
居
士
伝
（
こ
じ
で
ん
）
、
呉
澄
（
ご
ち
ょ
う
）
、
紫
柏
真
可
（
し
は
く
し
ん
か
）、

孫
奇
逢
（
そ
ん
き
ほ
う
）
、
趙
復
（
ち
ょ
う
ふ
く
）
、
彭
紹
升
（
ほ
う
し
ょ
う
し
ょ
う
）
、
理
学
宗
伝
（
り
が
く
そ
う
で
ん
）
、
李
純
甫
（
り
じ
ゅ
ん
ぽ
）
、
劉
因

（
り
ゅ
う
い
ん
）
、
劉
秉
忠
（
り
ゅ
う
へ
い
ち
ゅ
う
） 
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3
．
岩
波
書
店
辞
典
編
集
部
編
『
岩
波 

世
界
人
名
大
辞
典
』
岩
波
書
店
（
二
〇
一
三
年
） 

王
廷
相
（
お
う
て
い
そ
う
）
、
郝
経
（
か
く
け
い
）、
許
衡
（
き
ょ
こ
う
）
、
孫
奇
逢
（
そ
ん
き
ほ
う
）
、
趙
謙
（
ち
ょ
う
け
ん
）
、
趙
復
（
ち
ょ
う
ふ
く
）
、

趙
汸
（
ち
ょ
う
ほ
う
）
、
鄧
牧
（
と
う
ぼ
く
）
、
彭
紹
升
（
ほ
う
し
ょ
う
し
ょ
う
）
、
葉
子
奇
（
よ
う
し
き
）、
李
存
（
り
そ
ん
）
、
劉
因
（
り
ゅ
う
い
ん
） 

 

【
索
引
】 

1
．
「
荘
子
外
篇
・
雑
篇
索
引
」
（
語
句
索
引
・
人
名
索
引
）
、
金
谷
治
訳
注
『
荘
子 

第
四
冊 

雑
篇
』
岩
波
書
店
（
一
九
八
三
年
）
横
一-

六
一
頁 

 
 

 
 

 
 

※
石
田
秀
實
氏
と
の
共
編 

2
．
東
北
大
学
王
船
山
研
究
会
編
『
宋
論
人
名
書
名
通
検
稿
』
私
家
版
、
一
九
八
四
年 

 

※
熊
本
崇
・
板
橋
眞
一
・
堀
豊
・
藤
永
朋
子
各
氏
と
の
共
編 

3
．
『
読
通
鑑
論
人
名
書
名
通
検
稿
』
私
家
版
、
一
九
八
六
年 

 

【
Ｗ
ｅ
ｂ
記
事
】 

※
二
〇
二
三
年
三
月
閲
覧 

1
．
「
中
国
思
想
味
の
饅
頭
、
も
し
く
は
科
挙
の
答
案
と
老
荘
思
想
の
展
開
」『
文
学
研
究
科
・
文
学
部
Ｗ
ｅ
ｂ
ア
ー
カ
イ
ブ
』

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
2
.
s
a
l
.
t
o
h
o
k
u
.
a
c
.
j
p
/
s
t
a
f
f
/
0
1
0
2
0
2
01

_
m
iu

r
a.

h
tm

l
 

2
．
「
心
の
ひ
だ
、
智
慧
の
光
」
『
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
文
学
部
』

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
s
a
l
.
t
o
h
o
k
u
.
a
c
.
j
p
/
j
p
/
r
e
s
e
a
r
c
h
/
r
es

e
a
rc

h
er

/
pr

o
f
il

e
/
-
-
-
id

-
1
1.

h
tm

l
 

  

（
作
成
）
三
浦
秀
一
先
生
退
休
記
念
事
業
会 

浦
山
き
か
、
尾
﨑
順
一
郎
、
齋
藤
智
寛
（
世
話
人
）、
高
橋
亨
、
高
橋
睦
美
、
南
部
英
彦
、
渡
辺
健
哉
、
渡
部
東
一
郎 

二
〇
二
三
年
三
月
十
八
日
発
行 

二
〇
二
三
年
三
月
三
一
日
修
訂
電
子
版
発
行 

二
〇
二
四
年
三
月
三
一
日
修
訂
電
子
版
発
行 

 


